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本発表が提供する話題
2

価値中立的 ＝ バイアスを抑えること→

研究者兼宗教者が研究対象である「宗教」を価値
中立的に捉えるにはどうしたらよいだろうか？

– 宗教指導者（僧侶・牧師・司祭）が宗教心理学を行う意
義について考える



発表者の立ち位置
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学術的立場

宗教的立場

所属：南山大学社会倫理研究所
職名：研究員
研究テーマ：自殺対策

所属：浄土系の仏教寺院
職名：後継者＝現副住職
お寺は専業

＜比重として



バイアス＝宗教は良いものか？
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– 宗教的信念や実践と精神的健康との間には有意な関係がある
（Naziha et al., 2016）

– 宗教への関与は、うつ病、薬物乱用、自殺などの分野における精神
衛生の改善と関連がある （Bonelliet al., 2013）

– 宗教的信念は、社会的に孤立した人に人生の意味を再構築させ、現
実的に安定させる力として機能する （Chan et al., 2018）

– 宗教やスピリチュアリティは精神的健康に肯定的に働くという証拠はあるが、
その効果は小さい （Garssen et al., 2021）

– 女性の自立性に対する宗教的制約が、女性の健康を損なう可能性がある
（Berggren et al., 2021）



中立的な立場で宗教を研究できるのか？
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– 宗教のデータで扱う質問には、すでに暗黙的・明示的な宗教の定義
が含まれており、それが質問の答えに関連するデータの種類をあら
かじめ規定している （Streng, 2008）

– 研究者が内部者で、その宗教が支配的な地域では、研究者が共有
する宗教の利益について、不正確に肯定的な見解が示される

（Bruce, 2015）

– 研究者が内部者である利点は、参加者が開放的になり信頼するこ
と、細部が表面化されることでより深みが増すこと、深みのある
データをよりよく理解できることである （Decoo, 2022）

etc.



「宗教」をどのように捉えればよい？
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– 教義・教団組織・組織内の人間関係など内部の事情を理解してい
る研究者の方が外部の研究者よりも調査を計画したり、結果を解
釈したりする際に有利である（はず）

– 外部者であることが価値中立的であることの保証にはならない

– 教育や福祉、臨床場面で行われている研究において、研究者の立
場について議論されることがあまりない

アクションリサーチ
現実の問題を解決することを目指した、または目標となる望ましい状態に向けて変革してくこと

を目指して、研究者が対象について働きかける関係をもちながら、対象者に対する援助と研究（実
践）を同時に行っていく研究 （秋田・市川, 2001; 中村, 2008を参考）



内部者が自らの実践を研究

内部者が他の内部者と協働

内部者が外部者と協働

相互的協働（内部者と外部者のチーム）

外部者が内部者と協働

外部者が内部者を研究

内部者主導

外部者主導

肯定的評価
（になる可能性）

批判的評価
（だと思われがち）

アクションリサーチにおける研究者のポジションの連続体
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Herr & Anderson（2005）, 中村（2008）を加筆修正

＝不正確に肯定的
評価にならないはず



アクションリサーチのサイクル
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5. アクションの評価

2. 分析

1. 現状の把握

3. アクションの計画

4. アクションの実行

▼
▼

6. 科学的知見の同定

▼

▼

内（外）部者がもたらした
効果や影響への反省

〈 リサーチ・クエスチョン 〉

〈 問題 〉

〈 方法 〉

〈 結果 〉

〈 考察 〉

〈 総合考察 〉

中村（2008）を加筆修正



実証的宗教心理学研究において留意すべき点
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– 宗教心理学の実証研究では、研究者の立ち位置＝ポジションに関
する記述や考察はなされない

– 先行研究にはバイアス（不正確に肯定的に評価された）のある研究が混在
している可能性がある

– 悲観的にいえば、そういった先行研究を参考に新たな調査・研究
を始めると、宗教を肯定的に評価した研究（実際にはそうなのかもしれな

いが…）を再生産することになる

– 先行研究に対する批判的・冷静な視点は必要
– 自らの信仰や宗教性への内省だけではなく、心理学への関わり方

への自覚も必要



本発表が提供する話題
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宗教指導者（僧侶・牧師・司祭）が宗教心理学を行う意義

– 宗教者が宗教を研究対象とするメリットもある

– 仮説を立てたり、分析結果を解釈したりする際に、
それらと自らの信仰や宗教性とを区別できるだけの
分別があることが前提

– 研究の信頼性を担保するうえで、「考察」において
研究者の立ち位置の表明は必要だろうか？

＋



発表は以上です
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